
12：45～ 総会　14：00～ 講演会

「日本人はなぜ日本のことを知らないのか」



翠 会 会 長 あ い さ つ

　平成25年度翠会総会は、8月4日（日）、金沢エクセ

ルホテル東急にておこなわれました。

　平成24年度の事業報告、収支決算や、平成25年度

の事業計画等について質疑応答があり、予算額と決算額

との差についての確認や、前期繰越金の一部を普通口座

から定期預金に切り替えてはどうかという意見がありま

した。また、奨学金について、貸与から給付の方向で検

討し、留学補助金等として小口で学生の勉学に役立てる

など、幅広く支援できる体制にしていきたい、また平成

24年度は、オリンピック選手への応援金としても利用し

たことが報告されました。

　なお、任期満了による役員改選があり、役員は紙面後

ろのとおりとなりました。よろしくお願いします。

　翠会会員の皆様、お元気でお

過ごしでしょうか？

　金沢学院大学も大学開学当時

には1学部2学科からスタート

しましたが、現在では4学部8学科に増え、北陸の総合

大学の一端を担っております。卒業生も幅広い分野に就

職し、全国で活躍しています。在学中の学生たちは公務

員志望者が多く、そのサポート体制も整っており、今年

の合格者は過去最高と聞いております。

　わたくしも仕事先で出会った若者に、よく出身地など

を聞くことがありますが、学院大学卒業と聞くと、グッと

親近感が湧いてきます。普段、金沢学院大学の卒業生と

いうことをあまり意識していなくても、何かの折に母校を

思い出すきっかけになるのが、同窓会のつながりだと思

います。

　さて、今年の記念講演会は著名人をお呼びして開催

することにしました。テレビでもおなじみの「竹田恒泰」

氏です。皇族の一員でいらっしゃる竹田氏は、憲法の研

究者であり、また皇室のお話しや歴史にも大変お詳しい

方です。どの方面にも明るい見識を持たれ、どんなお話

しが飛び出すか今からとても楽しみです。

　皆さんも是非、講演会と懇親会にお越しになりません

か？どうぞお気軽にお誘いあわせの上、ご参加ください

ませ。「私が行っても場違いかも？」と思ってらっしゃる

方がたくさんいらっしゃいますが、皆さんの同窓会です

ので、どうぞお気軽に同窓会総会にご参加くださいませ。

心からお待ちしております。

翠会会長

第１期卒　下置（旧姓 宇野） 宏子



講師：秋山　稔 氏（金沢学院大学学長）

翠会総会　第13回記念講演

「『生きる力』の創造をめざす」
（抜粋）

『額田女王』という小説があります。そして、帰ろう

としたとき、歩けなくなってしまいます。「自分の足

にたくさんの兵どもの手がしがみついているように

思った。それぞれが夢と刀とを背負い、それを持って

どこへも行き場のなくなっている往年の兵どもに違い

ない」。弓と刀ではないかなと思って、さっき見直し

たら、やはり夢と刀。「『放せ』。私は強く振り切って

立ち上がる。そして、夏草の草むらの中を歩きだした

とき、足を踏みしめて少し歩幅を広くして歩きだすこ

とができたとき、『ああ、今、俺は生きている』と思っ

た。奇妙なことだが、このときが退院してから初めて

持った「生きる」ということへの自信、生への大きな

確信だった」。

◆生きるということ
　この作品というのは、死の瀬戸際まで行った私、一

時は地獄はこの世にあるとさえ認識しながらも、感傷

や諦念、悟りに陥らず、生きることへの自信、確信を

得る。最後の最後は、生きるということをつかまえた

のですね。真に生きるということは、小さな美しい音

楽、自分もそのようにありたいと思うことにとどまっ

ているのではなくて、困難が身近に迫っても、それを

払いのけることだと、こういうふうに強く思うこと。

どのように生きることへの自信、確信を得たかという、

　本日は、第 13 回金沢学院大学同窓会翠会総会の開会、おめでとうございます。私は、昭和 63 年に金沢女子大

学の講師になりまして、1 年目が平成元年なのですね。今年は平成 25 年ですので 25 年お世話になっているとい

うことであります。

　今日は、4 月に学長になりましたので、学長として今考えていること、多少文学の話もしたいなと思いまして、

卒業生の皆さんは私の講読という授業をお聞きになったかと思いますが、そのような雰囲気のお話になるかと思い

ます。

◆井上靖『生きる』
　井上靖の『生きる』という小説があります。これは、

年表なんかでは随筆と書いてあるのですが、私は小説

と考えてお話をさせていただきます。

　手術して ICU に入るということで、動けない、思

うようにならない。他に委ねた生、選択の余地がない、

どう生きるも死ぬも自分では決められないのですね。

　ようやく退院します。いつも見慣れている庭が、全

く違って見えたわけです。日差しを「零れ日」と書い

てありますが、木漏れ日なのでしょうね。そこに生命

というものの動き、ささやき、それが音になっている

のですね。それを見て素直に、私の生命もこんな音楽

を奏でて、こんなふうに生きなければいけないのでは

ないかというふうに思ったというのですね。生きると

いうことの意味の発見だろうと思います。

◆『孔子』
　このころ『孔子』という作品を書きはじめようとし

ていた。なら・シルクロード博覧会の閉会式に出席し

た夜、自分が感じたのは、「俺は隠遁しようとしてい

る」。でも、それでもまだ生きなければならないと思う。

生きてみなければ分からぬと思う。

　翌日、平城宮跡会場の見える雑木林の草むらに腰を

下ろした。奈良時代の兵どもの夢の跡。井上さんには、



そういういきさつを書いたのが、この 80歳を過ぎた

井上さんの短編ではないかと思います。

　（学長に就任して）今日の話ではないですが、困難

と向き合っても最後は足を踏みしめて、少し歩幅を広

くして歩きだしたいと思っている次第です。

　講義後は質疑応答がありましたが、紙面の関係上割

愛させていただくことをお詫びします。「秋山先生の

講義がよかった、懐かしい」という会員の声が多く聞

かれました。今後の大学の発展を翠会も応援します。

26年度総会のお知らせ

例年通り 8 月に金沢で総会を開きます。この機会に、懐かしい仲間や先生方、学年を越えた
同窓生との親睦を深めませんか？会員は会費無料です。

日　時：平成 26 年 8 月 3 日（日）
場　所：金沢エクセルホテル東急　5 階
　　　　（金沢市香林坊 2 － 1 － 1　TEL076 － 231 － 2411）
参加費：無料

＊総会　12：45～ 13：30（受付　12：30～）フォレストルームにて
　議　題　（1）25年度事業報告・会計報告
　　　　　（2）平成26年度事業計画（案）・会計予算（案）
　　　　　（3）奨学金制度について
　　　　　（4）その他

＊講演会　14：00～ 15：00（受付　13：30～）ボールルームCにて
　講　師　竹田恒泰氏
　演　題　「日本人はなぜ日本のことを知らないのか」

＊懇親会　15：30～ 17：00　エクセレントルームにて

竹田恒泰氏　プロフィール
［略歴］ 作家。
� 昭和 50年（1975 年）、旧皇族・竹田宮家に生まれる。
� 明治天皇の玄孫にあたる。
� 慶応義塾大学法学部法律学科卒業。
� �全国各地で真実の日本を教える「竹田研究会」という勉強会を展開

している。
� �その他、数々のテレビやラジオ番組などに出演するなど、多方面の

分野で活躍中。



懇親会
　懇親会は、立食形式で楽しく過ごしました。今回は、秋山学長の講演が聴きたい、学長就
任のお祝いを言いたいという同窓生が多く、久しぶりに先生方にお会いできて感激した同窓
生の姿が印象的でした。
　また、槻木裕学園長と、太茂野直利副理事長からは「私たち教職員を同窓会の立場でバッ
クアップしていってもらいたい」「全体で『all 金沢学院』で力を発揮していきたい」とそれ
ぞれお言葉をいただいきました。
　今回の参加者から総会の感想や近況報告をいただきましたので、一部ご紹介します。

●星野絵里さん（写真右）　（日本文学科　9 期　石川県より初参加）
●辻村智子さん（写真左）　（経営情報学科　9 期　石川県より参加 2 回目）
　学生時代はアパートで隣同士の部屋に住んでいましたという仲良しのお2人。
　星野さん：同窓生の方に誘われて、秋山先生の講演を聞きたくてきました。
　　　　　　秋山先生の講演がよかったです。先生の講義が懐かしいです。
　辻村さん：�私は経営情報学科だったので秋山先生の講義は聞いたことはなくて、優しい先生だったな、というイメージ

しかなかったです。でも、今日の講演を聞いたら、学生の気分に戻れて学生時代が懐かしくなりました。あと、
懇親会で星野さんとケーキをいっぱい食べられたことが楽しかったです（笑）。

●福田有紗さん（写真左）（日本文学科　13 期　石川県より初参加）
　秋山先生が卒論の先生だったので、今回、講演会が秋山先生ということで参加しました。総会などに参加するのは、ずっ
と年上の先輩が多いイメージだったので、ちょっと参加しにくかったです。でも、来てみたらそうでもなかったのでまた
来年も参加したいと思いました。　

●村上智佳さん（写真右）（日本文学科　13 期　石川県より初参加）
　会報を見てきました。ゼミでお世話になった青山先生の訃報も会報で知り、残念な気持ちになったのですが、今年は秋
山先生の講演だと知り、また、講演会も懇親会も無料だと書いてあったので、行ってみようかな、と思いました。でも、
一人だと寂しいかなと思って福田さんを誘いました。
　懐かしい顔ぶれも見られたし、また来年も来たいです。

●小田隼之さん（経営情報学科　12 期　東京都より初参加）
　友達に誘われたことと、ちょうど仕事が休みだったので、観光も兼ねて来ました。
　金沢の知り合いにもついでに会って行こうと思っています。金沢に来るのは6年ぶりくらいになります。
　秋山先生の講演がよかったです。しばらくは現在とは異業種に就いていましたが、大学では簿記を勉強したのでそちら
の仕事をしたいと思っていました。そして、今は、経理の仕事をしています。思いは通じるという秋山先生のお話にも共
感しました。もっと知り合いも誘って盛り上がりたいです。
　来年も都合がついたら参加したいと思います。

　お忙しい中、ご出席くださいました、太茂野副理事長をはじめ諸先生方、大学関係者の方々に

は、翠会より今後ますますのご活躍をお祈り申し上げます。また、ご参加いただきました卒業生

の皆様におかれましても、お忙しい中、ありがとうございました。

　当会はこれからも卒業生のため、在学生のための会づくりを目指して参りますので、皆様の厚

いご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

●上野泰子さん（英米文学科　1 期　富山県より初参加）
　富山にいたことと子育てのこともあり、なかなか参加できなかったけど、やっと来ることができて嬉しいです。同期の
友達からはずっと誘われていました。今日は、大学生の気分を味わえました。秋山先生の講演を聞いたら、大学の講義っ
てこんな感じだったな、と思いだされて、すごく懐かしかったです。そして、久しぶりに同期の友達とも会えて、大学の
ときの気持ちに戻れました。1期生は少なかったので、先生方からいろいろお話を聞いて、今はそんな大きいすばらしい
大学になったんだな、と改めて卒業生として嬉しく思いました。来年、再来年も友達を誘って来たいです。

●三日市真理さん（日本文学科　6 期　富山県より初参加）
　今日は秋山先生が学長になられたということで、「秋山先生、おめでとう」を言いに来ました。秋山先生のお話に「生きる」
という言葉がありましたが、わたしは秋山先生に「おめでとう」を言うことがわたしにとっての「生きる」ことです。先ほど、
秋山先生が「来年も来てね」と言われたので、わたしは来年も「生きる」ために参加します。同窓会の役員の皆さんのお
陰で先生に会うことができました。ありがとうございます。



■発 行 日　2014年６月
■編　　集　倉 　薫（第５期卒：文学部）、池田 勇輝（第12期卒：経営情報学部）

■発　　行　「翠会」　〒920ｰ1392　石川県金沢市末町10

編集後記
　みなさま、いかがお過ごしでしょうか。卒業後金沢から離れている方も、いよいよ来春に迫る北陸新幹線開業については報道等でご周知のところかと
思います。上記の公開講座にもありますが、やはり地元は大きな期待と希望で盛り上がっておりますよ。その関連のカウントダウンイベントも始まってお
ります。
　なかなか遠くてという方も少し訪れやすくなる金沢、ぜひお越しください。今夏はまだ開通しておりませんが、金沢駅も以前とまた少し姿を変えていま
す。そして、竹田恒泰氏の講演は、翠会も検討に検討を重ね実現するもので、役員一同も楽しみにしておりますので、足をお運びいただけると幸いです。
会報を読んで来たよという方に、今年も8月3日、お会いできることを楽しみにしております。
　最後になりましたが、発行するにあたり、たくさんの方々にご協力いただきましたことをこの場をお借りしてお礼申し上げます。

●ご意見、ご感想はこちらまで。 midori@ucatv.ne.jp

翠会役員

＜北陸新幹線開業に向けた金沢市の取組み＞
　金沢学院大学経営情報学部の公開講座『新幹線金沢開業に向けた金沢市の観光戦略』は

8月 31日、金沢市の香林坊ラモーダの同大香林坊教室にて開催されました。講師として、

金沢市観光交流課の方をお招きし、平成 27年の北陸新幹線開業を迎えるにあたり、現在

金沢市がどのようなコンセプトで各種の事業に取り組んでいるのかについて、その現場の

「生きた声」を伝えていただきました。

　メモを取りながら聴講されている方も多く見受けられ、講演後の質疑も活発で、北陸新

幹線に対する市民の関心の高さをあらためて認識いたしました。

＜アニメーション制作の動向＞
　金沢学院大学美術文化学部メディアデザイン学科の公開講座『アニメーション制作の動

向について』は 10月 26 日、金沢市の香林坊ラモーダの同大香林坊教室にて開催されま

した。近年、日本のクリエーターが制作したアニメーションは、創造性に富み、海外から

も注目され、平成 24年度からは、金沢においてもインターカレッジ・アニメーション・

フェスティバルが開かれるようになったことについて触れ、当該学科教員がこれからのア

ニメーション制作の動向について講演が行われました。また、講演後本学学生の作品の放

映なども行われました。

金沢学院大学公開講座について
　以下の通り、平成 25 年度の公開講座が行われました。
　平成 26 年度の公開講座の予定は金沢学院大学の HP（http://www.kanazawa-gu.ac.jp/）にてご確認ください。

会　長　下置　宏子　文学部（旧姓　宇野）　1期

副会長　小材　秀明　経営情報学部　9期� 星野　　寛　文学部（旧姓　小林）　9期

理　事　青柳　貴子　文学部（旧姓　浅野）　1期� 松本　邦子　文学部（旧姓　本田）　1期　

　　　　上原佳寿美　文学部（旧姓　毛利）　5期� 倉　　　薫　文学部（旧姓　助実）　5期

　　　　吉田　千里　文学部（旧姓　岡田）　6期� 大内　栄映　文学部（旧姓　大澤）　7期

　　　　福井　尋一　経営情報学部　9期� 山﨑　貴文　経営情報学部　10期（新任）

　　　　奥井　伸吾　文学部　12期� 池田　勇輝　経営情報学部　12期　

　　　　山﨑沙織里　文学部　13期� 内山　丈史　文学部（旧姓　村上）　15期

　　　　加藤　　彩　美術文化学部（旧姓　野中）　15期

監　事　西出可奈子　文学部（旧姓　加藤）　6期� 山﨑　美保　文学部　6期

奨学金選考委員

委員長　奥田　麻理　文学部（旧姓　丹羽）　1期� 委　員　愛山つかさ　文学部（旧姓　佐々木）　6期

山㟢　貴文
経営情報学部　10期

新任理事
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